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②

②善昌寺
道路に張り出した松が印象的
な喜翁山善昌寺。明治24年の道
路拡張工事で寺は東に移設されま
したが、境内にあった松はそのま
まの位置に残され、「門冠の松」
とも「路上の松」とも呼ばれています。境内には宿内
にあった常夜灯が移設されています。

⑤落合宿本陣
今も往時の本陣の様子を留める貴重な建物です。明治
１４年に、板葺平屋の建物から土蔵造二階建に立て直し
ていますが、玄関から上段の間までの内部と加賀の前田
侯から火事見舞に拝領したという正門は昔のままです。

七代目市川団十郎が、旅興業先から中
山道を江戸へ戻る途中、雲助に付
け狙われ、宿役人の上田家や本陣の井口家
に助けられて無事に江戸につくことができ
たことから、お礼に礼状や品物が贈られた
という逸話が残っています。

⑥稲葉屋跡
落合宿本陣の東隣にあった島崎藤村「夜明け
前」の主人公の青山半蔵の内弟子、林勝重の生
家跡です。本名は鈴木、屋号を泉屋と言い、造り
酒屋を営んでいました。蕉門美濃派の宗匠崇佐
坊（すさぼう）の生家でもあります。

④落合助け合い大釜

宿場町のおもてなしの心を今につ
なぐ大鍋。もともとは、寒天の原料の
天草を煮るのに使用されていたも
のだそうですが、今は宿場のおまつ
りなどで「千人きのこ汁」の振る舞い
に使われます。

⑦上町の常夜灯

宿の町すじには、4つの
常夜灯が、文化年間の大
火の前後に建てられ、毎
夕灯りを点しお祈りを
していたそうです。

⑪新茶屋一里塚

江戸日本橋から83番目の一
里塚です。西側は復元した
ものですが、東側は、少し崩
れてはいるものの大きさや
形はほぼ昔のままに残って
いたものを平成５年に発見
し、整備したものです。
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③落合公園

かつて落合村役場のあっ
た場所は、今は公園になっ
ていますが、手押しポンプ
の井戸が往時の面影を誘
います。

①中津川市落合事務所

ここからスタート（駐車場
をご利用いただけます）

脇本陣

下馬庚申堂跡

白木改番所跡 ⑧下桁橋(落合橋)
かつてこの橋は、長
さ30m、幅4.6mで欄干

があり、両岸か
ら木で組み上げた見事な
橋として、尾張藩の藩士・樋口好古
が記した地誌「濃陽徇行記」に記さ
れています。広重画「木曽街道六拾
九次」の落合の絵にも描かれていま
すが、今も、落合川の清流に掛かる
橋の風景は、このコースのビューポ
イントとなっています。

渓流の景色見

狐膏薬で古くから知られ、「夜明け前」にも山
中薬師として登場します。日本三大薬師の一
つで、虫封じにご利益があるとして各地から
多くの人が訪れたそうです。奥庭には、松尾
芭蕉が詠んだ
　「梅の香に　のっと日の出る　山路かな」

の句碑があり、境内のみごとな枝垂桜に
は、蕉門美濃派の宗匠の崇佐坊が詠んだ

「その日その日　風にふかせる　柳かな」

の句が残されています。

⑨医王寺

⑬芭蕉句碑

中山道から少し逸れるが、
ぜひ歩いてほしいおすす
めルート。
平成17年に中津川･山口村
合併を記念して延長した
石畳。

新しい石畳

ナンジャモンジャの杜

⑩落合の石畳

全長840mにもおよぶ石畳は国指定史跡となって
おり、そのうち70mが当時のままに残っていま
す。老朽化や石の持ち去りなどにより、当時のま
まの石畳が残っているのは、東海道の箱根とこ
この2カ所のみと言われています。

地域の人々からの依頼
で、島崎藤村が揮毫
（きごう）した文字で
建てられた有名な碑
です。「是より南木曽
路」の石碑は、贄川宿
の桜沢（長野県塩尻市）
にあります。

⑫“是より北 木曽路”

中山道

峠の民宿・
御休憩処

新茶屋

峠の民宿・
御休憩処

梅の家
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ちょっと
ひと休み

休憩スペース
新茶屋バス停

中山道落合宿
市川団十郎ゆかりの本陣と
木曽路の入口
十曲峠の石畳散策

かつては、美濃の信濃の国境であり、木曽路の入口であった落合宿は、昔の
宿場の面影を残した長閑なまちです。
平成22年（2010）に、落合宿本陣から新茶屋の一里塚までの2.5kmが国史跡に
指定され、その間には、今も当時の姿を留めている本陣や、狐膏薬で知られ
る医王寺、十曲峠の石畳など、多くの貴重な史跡が残っています。
国史跡の散策コースをゆっくりとお楽しみください。（片道約2.7km）

“木曾路の入り口”十曲峠

落合宿と馬籠宿を結ぶ中山道の峠。石畳の道沿いには
一里塚や休憩所も設けられており、多くの旅人で賑
わった中山道の面影が復元されている。
「夜明け前」文中には、

「山中薬師から十曲峠にかかって、新茶屋に出ると、
そこはもう隣の国だ。雪まじりに土のあらわれた街
道は次第に白く変わっていた。鋭い角度を見せた路
傍の大石も雪にぬれていて、まず木曾路の入り口の
感じを二人に与える。」(第二部 第十一章 一より)

と、西から見た十曲峠の様子が書かれている。

　「送られつ送りつ果ては　木曾の龝（あき）」

「夜明け前」の中では、この句碑の作成を頼んだ金兵衛と
吉左衛門のこんな会話がある。

「これは達者に書いてある。」
「でも、この秋という字がわたしはすこし気に入ら
ん。禾(のぎ)ヘんがくずして書いてあって、それに
つくりが龜(かめ)でしょう。」
「こういう書き方もありますサ。」
「どうもこれでは木曾の蠅(はえ)としか読めない。」
(第一部 序の章 四より)

芭蕉句碑の前を通るとき、このやりとりを思い出しなが
ら読むのもまた一興。


